
拠点校 巡回校

グループ１ 二瑞小
瑞光小、三瑞小、六瑞小、汐入小、
汐入東小、三峡小

グループ２ 四峡小
峡田小、二峡小、五峡小、七峡小、
九峡小、二日小、三日小、ひぐらし小

グループ３ 尾久宮前小
尾久小、尾久西小、尾久六小、
赤土小、大門小、一日小、六日小

荒川区の特別支援学級の体制
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通
級
指
導
教
室
で
行
っ
て
い
た

最
後
の
２
０
１
６
年
度
で
は
、
児

童
数
１
６
８
人
で
し
た
が
、
各
学

校
で
の
「
特
別
支
援
教
室
」
に
な
っ

た
昨
年
度
は
１
８
４
名
、
今
年
度

は
２
６
３
名
と
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
年
度
途
中
で
増
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

児
童
の
発
達
保
障
に
た
め
き
め

細
か
な
行
き
届
い
た
教
育
・
指
導

の
充
実
・
改
善
が
必
要
で
す
。

①

現
在
、
拠
点
校
は
、
24
小
学
校

に
３
校
（
左
表
）
で
す
が
３
〜
４

校
に
１
校
程
度
必
要
で
す
。
特
に

日
暮
里
地
域
の
拠
点
校
配
置
の
検

討
を
至
急
行
う
べ
き
で
す
。

②
年
度
途

中
に
対
象

児
童
が
増
え
た
場
合
に
は
、

必
要
な
教
員
配
置
を
行
う

よ
う
都
教
委
に
求
め
、
出

来
な
い
場
合
、
区
独
自
の

配
置
も
行
う
べ
き
で
す
。

②

教
員
は
各
学
校
の
教
室

に
教
材
を
持
っ
て
出
か
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

各
学
校
の
専
用
教
室
の
整

備
や
備
品
の
拡
充
も
求
め

ま
す
。

③

特
別
支
援
教
室
の
指
導

を
受
け
た
方
が
い
い
か
ど

う
か
は
教
育
セ
ン
タ
ー
の

心
理
専
門
相
談
員
と
の
話

合
い
や
検
査
な
ど
で
決
め

ま
す
。
迅
速
か
つ
丁
寧
な
対
応
が
行

え
る
人
員
の
確
保
も
必
要
で
す
。

町屋事務所のメールアド

レスを変更しました。

kouji.office@gmail.com

です…

７月２日(月)
午後６時～８時

横山区議事務所

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
い
る

と
鉄
道
写
真
家
・
中
井
精
也
さ
ん
が

「
自
身
の
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
持
つ
」

長
年
の
夢
を
南
千
住
の
ジ
ョ
イ
フ
ル
三

ノ
輪
の
中
に
「
ゆ
る
鉄
画
廊
」
と
し
て

実
現
し
た
こ
と
を
目
に
し
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ン
は
、
５
月
３
日
、
都
電
荒
川
線
写

真
展
を
開
催
中
で
す
（
18
日
ま
で
）
。

さ
っ
そ
く
出
か
け
て
み
ま
し
た
。
画
廊

に
は
自
由
に
出
入
り
で
き
作
品
な
ど
の

写
真
撮
影
も
Ｏ
Ｋ
。
当
日
、
中
井
さ
ん

は
北
海
道
で
の
撮
影

で
お
目
に
か
か
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
画
廊

ス
タ
ッ
フ
の
方
に
親

切
に
対
応
し
て
頂
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

な
ど
で
拝
見
し
て
い
る
中
井
さ
ん
と
そ

の
写
真
と
同
じ
、
温
か
く
ホ
ン
ワ
カ
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
雰
囲
気
の
画
廊
で
す
。

以
前
か
ら
我
が
家
は
、
中
井
精
也
さ
ん

の
フ
ァ
ン
で
、
こ
ん
な
近
く
に
画
廊
が

で
き
て
、
び
っ
く
り
、
で
も
楽
し
み
が

増
え
ま
し
た
。

（
横
山
幸
次
）

弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。お急ぎの場合は、北千住法律事

務所の相談日などご紹介します。

生活相談は、随時受付ています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４

不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

区議会６月会議日程 ※いずれの１０時開会

６月２０日（水） 本会議 一般質問

共産党（小島区議）は午後１時から

２１日（木） 本会議 一般質問

２５日（月） 総務企画、福祉区民

２７日（水） 文教子育て、建設環境

７月 ５日（木） 本会議

ゆる鉄画廊
荒川区南千住1-19-3

ジョイフル三の輪商店街

　大勝湯となり

定休日：火・水

特別支援教室とは
情緒障害や発達障害などのある子どもたちを中心

に、教育の場でサポートを提供しようとする制度で

す。普段は通常学級に在籍して授業を受け、必要に

応じて別の教室で、ニーズに合わせて個別指導や小

集団指導を受けます。拠点校の発達障害教育担当の

教員が、グループ内の各小学校を教員２～３人一組

で各学校を巡回して指導を行い、課題に沿った授業

を在籍校で行っています。巡回指導は原則週に1回、

2時間です。学級担任とも連携し、児童の様子を把

握し在籍学級での授業内容の工夫もすすめます。

【お詫び】前号（６８７号）１面の表が

印刷時にずれたものを一部配布してしま

いましたことをお詫びいたします。引き

続きよろしくお願いいたします。（横山）



２
０
１
８
年
度
の
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
報
酬
改
定
は
、
基
本
報
酬
ま

で
成
果
に
よ
っ
て
ラ
ン
ク
付
け
し
ま

し
た
（
こ
れ
ま
で
は
基
本
報
酬
を
定

め
た
上
で
事
業
所
の
成
果
で
加
算
）
。

特
に
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
で

は
、
基
本
報
酬
を
平
均
工
賃
に
よ
っ

て
７
段
階
に
分
け
ま
し
た
。

き
ょ
う
さ
れ
ん
（
障
害
者
の
共
同

作
業
所
全
国
連
絡
会
）
の
報
酬
改
定

影
響
調
査
で
は
７
割
が
減
収
の
見
込

み
と
答
え
て
い
ま
す
。
「
私
が
い
る

か
ら
報
酬
を
押
し
下
げ
て
い
る
」
と

肩
身
の
狭
い
方
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
障
害

者
の
働
く
場
に
成
果
主
義
を
持
ち
こ

む
こ
と
は
間
違
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
障
害
が
あ
っ
て
も
、
社
会

の
一
員
と
し
て
役
に
立
っ
て
い
る
・

自
分
の
力
で
工
賃
を
受
け
取
れ
る
、

生
き
が
い
が
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
政
治
の
責
任
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
逆
に
重
度
加
算
を
行
う
べ
き

で
す
。

①
障
害
の
重
い
人
の
否
定
や
排
除
に

繋
が
り
か
ね
な
い
報
酬
改
定
を
見
直

す
よ
う
政
府
に
求
め
る
。

②
区
内
作
業
所
の
第
一
四
半
期
（
４

月
〜
６
月
）
に
運
営
実
態
を
調
査
・

把
握
し
、
前
年
度
収
入
を
下
回
る
よ

う
な
ら
、
区
と
し
て
の
加
算
を
行
う
。

…
な
ど
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

過労死・過労自殺（死亡件数）の推移を見ると直近

の2016年度で459人。365日で割ると1.25となりますか

ら、2016年度も日本では毎日１人以上が過労死・過労

自殺で命を奪われているのです。安倍政権による「残

業代ゼロで働かせ放題・過労死しても自己責任」とな

る高度プロフェッショナル制度創設は、こうした現状

をさらに悪化させることにつながりかねません。

６月会議…本会議 日本共産党代表質問要旨
第一、高齢者・障害者の暮らしを守るために

①介護保険利用料3割負担について、国に撤回を求め、区独

自の負担軽減策を実施すること。

②訪問介護の生活援助基準については利用抑制やケアマネジャー

の負担増につながらないようにすること。

③今年度の障害福祉サービス報酬改定における影響調査を行い、必要な財政支援

を行うこと。

第二、すべての子どもたちが明るく生き生き成長できるようにするために

①希望者に児童扶養手当を毎月支給できるようにすること。

②児童扶養手当現況届けの提出受付は夜間、土日も実施すること。また現況届提

出時にくらしの実態把握や相談コーナーなどもつくること。

③学童クラブ専有面積基準を満たすために、今後の増設計画を明らかにすること。

第三、ひきこもり対策について

①ひきこもり対策強化の重要性を認識し、区内の引きこもり実態調査を行うこと。

②荒川区のひきこもり家族会「たびだちの会」への支援を強化して、居場所づく

りなどを検討すること。

③ひきこもり支援センターの設置を検討すること。

第四、特別支援教室の充実について

①特別支援教室の拠点校は3～4校に一校に配置すること。

当面、日暮里地域に拠点校を設置すること。

②年度途中の児童増に対応した教員の加配を都に求める

と同時に、区独自に教員を配置すること。

③各学校の専用教室を整備し、それぞれの児童の指導内容に即した備品を充実す

ること。

④教育相談センターの心理専門相談員を増員し、て

いねいに相談に応じて、児童の支援につなげること。

第五、超高層マンション中心の西日暮里駅前地区再

開発の見直しをすること。

第六、区内の主要な駅のバリアフリー化の促進につ

いて

①区内のJR各駅に早急にホームドアーを設置するようＪＲに働きかけること。

②ＪＲ日暮里駅の点字ブロックの改善、駅両端のホームからの転倒防止用の柵の

設置について速やかにＪＲに働きかけるけること。

就労継続支援Ｂ型とは
特別支援学校などの卒業後にそのまま

利用することはできず、いったん就労経

験を経るか、就労移行支援事業所を利用

してアセスメントが行われ、

一般就労が困難な方が、軽作

業就労を行う障害者福祉サー

ビス施設です。

区
が
行
っ
て
き
た
「
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
」
助
成
事
業
に
加
え
て
、
今
年

度
か
ら
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
等
へ

の
無
料
配
布
事
業
が
今
年
７
月
か
ら

受
け
付
け
開
始
に
な
り
ま
す
。

【
配
布
事
業
の
内
容
】

▽
配
布
器
具

簡
易
型
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

自
動
点
灯
ラ
イ
ト

▽
対
象
世
帯

①
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯

②
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

③
身
障
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
も
し
く
は
要
介

護
４
の
認
定
者
が
い
る
世
帯

※
希
望
者
に
器
具
を
配
布
す
る
と
と

も
に
、
設
置
希
望
に
は
訪
問
設
置
を

行
い
ま
す
。

対
象
世
帯
は
、
約
３
６
，
０
０
０

世
帯
で
「
燃
え
な
い
ま
ち
づ
く
り
」

推
進
の
一
助
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

７
月
か
ら
予
約
受
付
し
、
９
月
か

ら
器
具
の
配
布
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
（
詳
し
く
は
、
荒
川
区
・
区
民

生
活
部
防
災
課
ま
で
）


